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要旨：本稿では 2016 年度多摩大学共同研究によって行われた「グローカルビジネ
スマネジメント人材の育成に関する研究」の報告を行う。本研究会の中心的なテー
マとしてはグローカルビジネスを担う人材をどのように育成したらよいかという点
にあった。グローカルビジネス人材の育成という観点から研究会を進めた理由とし
て，グローバルスタディーズ学部との関連でいえば，訪日外国人の増加という点が
非常に重要なポイントとなってこよう。そこで本稿では伝統的工芸品と third culture 
kids という二つの例からインバウンドビジネスの人材育成に関する共同研究の報告
を行う。 
キーワード： インバウンドビジネス，伝統的工芸品，third culture kids 
 
Abstract: In this paper we will report on 'Research on development of Glocal 
Business Management Human Resources' conducted by Tama University 
Collaborative Research in 2016. The main theme of this study was how to 
develop human resources who can contribute to Glocal business. In relation to the 
Faculty of Global Studies as a reason for advancing the study group from the 
viewpoint of nurturing the Glocal business talent, the point that the number of 
foreigners visiting Japan is very important and will be a significant factor. 
Therefore, in this paper we will report on collaborative research on human 
resource development of inbound business from two examples of traditional 
crafts and third culture kids. 
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1. はじめに 
本稿では 2016 年度多摩大学共同研究によって行われた「グローカルビジネスマネジメ
ント人材の育成に関する研究」の報告を行う。本共同研究の中心的なメンバーとして多摩
大学経営情報学部から奥山雅之、金美徳、バートルが参加し、グローバルスタディーズ学
部から安田震一、竹内一真が参加するという構成であった。この研究会の中心的なテーマ
としてはグローカルビジネスを担う人材をどのように育成したらよいかという点にあった。
グローカルビジネス人材の育成という観点から研究会を進めた理由として，グローバルス
タディーズ学部との関連でいえば，訪日外国人の増加という点が非常に重要なポイントと
なってこよう。 
近年，訪日外国人の数は急速に伸びている。日本政府観光局では日本を訪れた外国人旅
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行者の数を訪日外客数として計算しているが，2016 年度は約 2403 万人と 10 年前と比べて
3 倍以上の伸びを示している。目的別にその内訳をみると約 2104 万人が観光であり，全体
の約 88％を占める。次いで約 170 万人が商用客で約 7％，その他が約 128 万人で約 5％と
圧倒的に観光を目的とする訪日外国人が増加していることが理解されよう。10 年前の
2016 年時と比較すると，全体の訪日外客数が約 733 万人であり，観光客が約 498 万人で全
体の約 70％，次いで商用客が約 152 万人で全体の約 20％，そして，その他が約 77 万人で
全体の約 10％となっている。このように 2016 年と 2006 年の比較を見てもわかるように，
全体の総数としても，割合としての観光を目的とした外国人が大きく数を伸ばしているの
である。 
次に，国籍別の割合であるが，圧倒的にアジア国籍を持つ外国人の割合が多い。2016 年
度は訳 2403 万人のうち，アジア国籍を有する外国人は約 2042 万人であり，約 85％を占め
る。次いで，北アメリカの約 157 万人で全体の約 6％，3 位にヨーロッパの 142 万人で 6％
となっている。アジアの内訳をみるならば，中国籍が約 637 万人，韓国が約 509 万人，台
湾が約 416 万人と東アジアを中心に観光客数を増加させていることが理解されよう。この
ように近年の訪日外国人の全体的な動向を見たときに，全体的に大幅に観光客の総数が伸
びており，大多数が東アジアからの来訪者であることが理解できるのである。 
ここまで近年の訪日外国人の増加とその内訳を見てきたが，グローバルスタディーズ学
部の立場から考えれば，グローカルビジネス人材の育成と言ったときに，インバウンドビ
ジネスに携わるような人材をいかに育成するかということが重要なポイントとなることが
理解されよう。 そこで，本稿ではインバウンドビジネスに携わる人材の育成という点に
関して伝統的工芸品を事例としてどのように人材を育成すべきなのかという事を竹内が報
告を行う。次いでインバウンドビジネスにかかわる人材として大きな可能性を有する人材
として third culture adults を例に安田が報告を行う。なお，安田の報告は『紀要』第 9 号
（竹内・安田，2016）で報告した、Third Culture Kids/Adult Third Culture Kids の定義、
TCK の共通課題、日本の社会的な背景が 1970 年代はどうなっていなのかなどについての
説明の続編である。本報告書では、実際に聞き取り行い、40 代半から 50 代後半までの
Adult Third Culture Kids の Third Culture Kids だった頃の状況と今の日本とを比較し、それ
をまとめた内容を報告することにする。さらに、回答者の中には Third Culture Kids 時代は
外国籍であったが、その後諸事情により現在は日本国籍を取得した者もいる。なお、個人
情報保護のためフルネームを使わずイニシャルのみとなっている。 
  
2. 竹内研究報告 
伝統的工芸品とは「伝統的工芸品産業の進行に関する法律」によると「工芸品の特長と
なっている原材料や技術・技法の主要な部分が今日まで継承されていて、さらに、その持
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ち味を維持しながらも、産業環境に適するように改良を加えたり、時代の需要に即した製
品作りがされている工芸品」を指す。2017 年 1 月 26 日現在において，織物，染織品，陶
磁器，漆器，和紙，文具など合計 225 品目が指定されている。クールジャパン戦略におい
ても外国人がクールと捉える日本固有の魅力としてアニメや漫画，ファッションと並んで
伝統文化が取り上げられている。 
では，実際にインバウンドビジネスとして伝統的工芸品はどのように活かすことができ
るのであろうか。例えば，都市ぐるみで伝統的工芸品を押し出し，訪日外国人を引き寄せ
ているのが金沢である。文化庁は文化芸術の持つ創造性を地域振興，観光・産業振興等に
領域横断的に活用し，地域課題の解決に取り組む地方自治体を「文化芸術創造都市」と位
置付け表彰している。金沢は 2008 年 3 月に文化芸術創造都市として選定されている。文
化芸術創造としての選定は金沢の古くから文化芸術を後押ししてきた一つの表れといえよ
う。 
このように，広く文化芸術を重視し，それが認められている金沢であるが，具体的には
どのようなところをインバウンドビジネスに利用しているのか。金沢は古くから加賀友禅
や九谷焼，金沢箔といった伝統的工芸品が栄えてきた。伝統的工芸品だけでなく，加賀宝
生などの伝統芸能，茶道や和菓子など伝統文化が今も継承されている。このような伝統的
工芸品を始めとする金沢の伝統文化にふれる旅を金沢クラフト・ツーリズムとして観光客
に提供している。 
金沢ではクラフト・ツーリズムとして観光客に提示することで，その成果も見せている。
2016 年に日本政策投資銀行と金沢大学が共同で行った「金沢を訪れるアジア・欧米旅行客
の意向調査」によると，石川県という東京や京都，大阪などのメジャーな都市と比べると
名前の知られていない都市にあって，2015 年時点で約 44 万人と 2007 年の約 16 万と 3 倍
近い伸びを示している。また訪日回数が 6 回以上のリピーターが 30％を超えるなど，複数
回日本を訪れるような外国人観光客にとって金沢が魅力的な場所となっていることがわか
る。また，同じ調査で直近の日本旅行において，旅行先として日本を選んだ理由として
「日本の文化・歴史に関心があったから」といういう項目が金沢経験者は比較的多いとい
うことが示されている。 
では，伝統的工芸品とインバウンドビジネスと結びつけるためにはどのような人材を育
てる必要があるのであろうか。金沢の例などをみても，近年では伝統的工芸品をインバウ
ンドビジネスにつなげている事例が数多く存在する。そのような事例を集めるとともに，
望ましい人材像の要件を策定していく必要があろう。さらに，大学などにおいては問題解
決型の授業を行いながら，地域の伝統的工芸品を作る技術者と連携しながら訪日外国人向
けの製品を作ったり，観光コースを作ったりしながら，実地で外国人に向けた製品の開発
や観光の業務に関わっていくことが求められると考えられるのである。 
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2. 安田研究報告 
2.1. TCK から ATCK 
本稿では 1970 年代まで学生が TCK であった 1990 年代に社会人、すなわち Adult Third 
Culture Kids （ATCK）として日本に戻り、生活を営んだ者の感想について触れることにす
る。まず、1970 年代後半まで TCK には明らかな特権があった。それは英語が堪能であり、
アメリカを理解していたという単純な理由であった。この時期、外国人といえばアメリカ
人を指していた１。そしてその「外国人」から当時の日本社会を検証すると、以下のよう
に区分できた。 
1)  英語の知識は乏しい 
2) 戦後の劣等感 
3) 英語（とりわけアメリカ）崇拝 
日本人でアメリカから帰国した者は「アメリカ気触れ」と呼ばれた。ところが、1980 年
代後半になると、バブル景気の影響もあり、日本へ派遣されるアメリカ企業の駐在員は日
本語および日本文化を理解している者が増えた。実際、通勤電車の車内では外国人が日経
新聞を読んでいるのを見て、ATCK は「外人も変わったな～」と言っていたことを思い出
す。そうした、英語特権は未だに存在する可能性はあるが、その程度は 1980 年代と比較
すれば減少の一途をたどっている。 
 上述した E.D.氏は ATCK として 1990 年代に日本に戻り、幼少のころに住んでいた地域
に戻った。幼なじみとも再会したことで、全く問題なく溶け込んだ。E.D.氏は「思った以
上に楽に日本人の中に入って生活することができた」と述べている。一方、子弟の学校で
は、アメリカ人を演出したと付け加えている。 
 TCK/ATCK が他文化や社会を外国人として評価するか、或いはその文化や社会の一員と
して評価するかは、現時点では区分できない。とは言え、TCK/ATCK は日本文化、習慣な
どを日常生活のなかで習得していることは間違いない。よって、場合によっては日本人の
考え方を習得している可能性は非常に高い。 
E.D.の見解に再度戻ることにする。E.D.が懸念しているのは最近の日本の若者は今まで
の謙虚な気持ちが失われつつあり、その一方で反抗することが多くなったと指摘している。
外国人は日本人の謙虚さを高く評価すると同時に、何を考えているのか理解できないこと
で付き合い難いとも言われる。そこで「反抗的」、「手に負えない」の英語は
rebelliousness という単語があるが、これを自己主張と解釈するか、抵抗と解釈するかには
違いがある。抵抗したとしても、最後は同意し、徐々に大人社会に同化し、若気の至りか、
最終的に自分たちが抵抗していた事情を若い世代に押し付けることが多々ある。このサイ
クルを鑑みると、日本社会は若者に対して寛容であり、大人社会は若者を見守り、受けて
入れているとも解釈できる。そうした若者の変化は自分たちの内面から生まれている。 
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 学生が就職し、社会で活躍するようになると、今まで批判していた行いや行動、例えば
自ら外見に気を配るようになり、話し方もタメ語から敬語へと変わっていく。良くいわれ
るのは、日本の大学における就職活動である。人生の新たな一歩を踏み出すために、成長
と解釈するか、変化と捉えるのかは別として、年を追うごとに社会人になるための変化が 
見られる。 
 1960 年代から 1970 年代を通して日本では共同体監視制度（community surveillance）とい
う意識が存在していた。しかし、共同体としての認識は年々弱まっているように思える。
ATCK からすると、単純に問題を起こさない、ことを荒立てない、干渉しないと考えるこ
とが多いと指摘されることが多々ある。 
 厳しい意見としては ATCK から最近の若い親は子育てで電車や人が集まる公共の場で、
非常識な行為に対して注意をしない、このことは昔と変わったと感じる者が多くいる。
E.D.に言わせると、子供に対するしつけ、儒教にもとづいた教えや美徳、武士道など日本
文化の根幹が失われつつあると感じていると言う。 
多くの ATCK たちは、近年親たちが以前と比較して子どもに甘くなってきたと述べてい
る。T.S.は日本社会全体が甘くなってきたと感じている。日本では「危ない」と言う言葉
が使われ、我々が言われて育った事とは異なる。むろん、やってはいけない過ちはある。
しかし、過ちを犯すことによって成長する。とは言え、人はとかく過ちから学び、そうし
た「危ない」局面を避けることを学ぶ必要があるのに対して「危ない」をすべて取り除く
ことは将来そうした局面に対応できなくなってしまう。これを教育者に頼ることは間違い
ではないだろうか。 
 
2.2. TCK/ATCK の日本観とは 
 TCK/ATCK の問題は、所属や帰属意識である。その典型的な例をここで紹介することに
する。 
一つの例は、アメリカン・エクスプレス社に勤めていたアメリカ国籍の J.S.は 1970 年初
めから 1980 年代にかけて日本で育った。彼は、アメリカン・スクールで教育を受けたと
いうものの日本語も修得し、日米双方の文化に精通した人材である。彼は二つの文化の板
挟みになってしまうことに度々直面した。近年、TCK/ATCK が物事をどう捉え、それを地
元文化の視点から把握するのか、外国人として異文化の視点から把握し、内容を解釈した
上で、行動するのかについて興味深いケースである。結局のところ J.S.は未だに日本で生
活し、本国には合わなくなってしまった。 
J.S.の父親は IBM 社から日本へ派遣され、1970 年代、富士通とのマーケットシェア争い
を見て育ち、大学卒業後、彼は自分もアメリカン・エクスプレス社の日本マーケットを開
拓、拡大するために日本に派遣されてきたと本人は考えていた。しかし、1990 年代アメリ
カン・エクスプレス社が日本で活動している際、アメリカ本国から派遣された J.S.は本社
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の対日企業戦略や日本マーケットに対するビジネスの展開方法に異論を唱えた。 
 アメリカン・エクスプレス社の方針が日本の文化および日本人の考え方に即していない
ことが反論の主な理由であった。しかし本社は、彼の意見を聞き入れず、本社としてのビ
ジネス方針を東京支店にも貫くよう指示した。そうした文化的な行き違いが多くあり、J.S.
は再三「あなたはどっちの味方なのか」と言われるようになった。日本には合わない会社
の方針や営業スタイルを指摘しているにも拘わらず聞き入れられず、むしろ批判されるこ
とが多くなったため、結局退職することになった。こうしたケースは、アメリカン・エク
スプレス社だけには留まらず、さらには日本市場のみに限定されている訳ではない。 
 日本在住の ATCK は、グローバルな視点およびローカル視点で物事を捉えている。とり
わけ、海外事情に関しては、本国在住の人々とは大きく異なる。E.D.はアメリカ人の父親
の仕事のため日本に駐在したいた時に東京で生まれた。そしてアメリカン・スクールの高
校を卒業するまで日本に滞在した。父親は、エンジニアとして連合国最高司令部
（SCAP）のウィリアム・マルクワット准将（1894-1960）のもとアメリカのテクノロジー
を日本企業に提供し、工業化を促進し、戦後の復興に尽力した。これは朝鮮半島の状況を
見据えてアメリカが進めた復興政策の一環であったことは言うまでもない。 
 E.D.は 1960 年代から 70 年代半ばを振り返り、日本は共同体としての親近感があり、他
者に対して日本人は謙虚であり、丁寧、相手を労わる心、世話付きであると感じていたと
言う。E.D.は自分の居住地界隈では古風な店が並び外国人でも気軽に地元の人たちと話が
できる雰囲気があったと記憶している。E.D.は日本語が流暢な TCK であったため、地元の
人たちに溶け込み、情報交換ができ、その地域の問題などについて知ることができたと同
時に、日本で物事がどの様に進められ、問題が解決されるのかを学んだという。 
E.D.は ATCK として日本に再び滞在することになった。その時は 1990 年代末から 2010
年まであり、TCK であった 20 年から 30 年前に住んでいた地域に再度住み着いた。その時
の感想は、近代的な高層マンション、ショッピング・モール（アウトレット）、24 時間営
業のコンビニエンス・ストアなどは近代的な生活の証があり、自分が大学で使用したライ
シャワーの教科書 2、親に聴かされた状況はすでに「ノスタルジックな日本」となり現実
とは合致しなくなっていたと E.D.は感じるようになった。要するに西洋化と言うかアメリ
カ化したことによって、以前の生活とは異なってきた。 
また、ビジネスコンサルタントの J.H.は、建築物のデザインが変貌した。以前は「和」
が重んじられたが、今では 90%「洋」になってしまった。 こうした、新旧は ATCK にと
っては、本国の生活様式を他国、他文化の中で維持できる利点はあった。とは言え、都内
では日本の伝統を味わえる利点は徐々に減少しつつある。但し、東京と言う都市は新旧が
共存できる空間であるとも解釈している。 
異なった意見として、S.C.によると、1964 年の東京オリンピックの準備期間、東京の随
所で工事のため道路が掘り起こされていた記憶があると述べていた。鉄道も新たに敷設さ
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れ、首都高速道路もでき、建物は高層化したと記憶している。しかし、S.C.の記憶に何よ
りも色濃く残っているのは、日本人が裕福になり、生活水準が向上したことである。さら
に、近年子どもたちが日本の伝統文化を忘れ、勝手気ままに成長し、購買力や物質に頼る
ようになったと強く実感している。 
ビジネスコンサルタントである D.B.は、日本人の外国人に対する態度が変化したと感じ
ている。その理由は、戦後と比べ日本人は自信を取り戻し、他者に対して何か証明する必
要がなくなったからであろう。よって、今では日本に滞在していても違和感はないと述べ
ている。また、E.H.は、日本人は以前と比較して個人主義的になり、集団主義から脱却し
たと感じている。そして、J.S.は、日本人は 1960 年代や 70 年代と比較して外国人の存在に
慣れてきたと感じている。また、色々な意味で大胆になってきた。その良い例は服装やヘ
アースタイルを観れば理解できるであろう。しかし、公共の場でのマナーに関しては低下
していると考えている。 
 
2.3. 文化的差異を乗り越える 
J.S.はアメリカン・エクスプレス社に勤続中、日本人スタッフとは文化的な問題はなかっ
たと言っている。アメリカン・エクスプレスは国際的な企業であるからである。外資系企
業が日本に存続するためには、何か新しい戦略または異なる戦略が必要であり、日本人社
員もその考えには抵抗はなかった。その一方で、本社から派遣されて来た上級スタッフは、
語学の問題が理由で日本人社員と十分時間をかけて接しなかった。よって、現場の実態を
把握できなかった。その結果、顧客が何を必要としているのかに対する調査、その調査に
基づいた判断を下さずに目先の利益に左右されてしまったと具体的に J.S.は述べていた。 
徐々に時間が経つにつれ本社派遣社員と J.S.を含めた日本人スタッフとの間に文化的なギ
ャップが生じたと話していた。J.S.の分析では、自分が日本で育ったことによって、自身の
意見を抑え、日本人スタッフとは上手く仕事が出来た。それが長所となり、セルフ・コン
トロールが出来たと考えている。そのことは、不用な対立を避けるスキルとなった。 
 一方で、E.H.は日系人であり、ビジネス界では彼を知らない者はいないであろう。彼の
場合、外見からして当然日本語ができ、文化を理解し、マナーを理解していると思われが
ちであった。日本に戻ってからは文化的な勘違いがないようビジネスに必要な日本語を修
得することに苦労したと言う。 
 
2.4. ATCK と日本社会 
ここで ATCK らが日本社会をどう見ているかに関しては興味深いコメントがあった。と
は言え、こうしたコメントは 50 代の社会人であり、全員が日本で勤めた経験者である。
そこで S.A.は以下のように述べている。 
最近の日本は明らかに西洋化したと言える。ここにきてもう少しバランスのとれた社会
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制度が必要ではないだろうか。例えば高齢者に対する尊敬、昔ながらの風習、そしてビジ
ネスの世界での対人関係はウィン・ウィンだけを考えるだけではなく、努力にもとづいた
評価方法の考え方の復活も考慮すべきであろう。 
同じように S.C.は以下のように述べている。 
日本の科学技術の発展のお陰で、世界が小さくなり、教育された若者は海外に出て職に
就き、その一方で国内では外国人の職場が増えることになり、より国際的な多文化社会に
なるのではないだろうか。その先を予想することは難しいが、日本の社会的伝統は残すべ
きであろう。 
日本および日本企業はグローバル化することが必要である。この動きに携わってきた
D.B.や E.H. はそれぞれの企業のグローバル化の促進を手助けして欲しいと言われ、再度日
本で生活している。D.B は日本企業が完全にグローバル化することには非常に大きなチャ
レンジであると述べている。なぜなら、グローバルになろうとしているなかで、日本的な
側面を残そうとする壁があるからであると結論付けている。そのためにはまずは自信を付
けることからスタートすれば、さほど難しいとは思わないと述べている。 
A.B.は異なった考えを持っている。自己主張する日本人が増えることは、より多くのア
イディアや考えに結び付くことが多くある。1970 年代の印象はとしては、多くの素晴らし
いアイディアは西洋から輸入され、日本や日本人がそれらを良くした。しかし、2000 年代
になると、多くのグッドアイディアは日本が発信し、それを外国人がより良いものにして
いるように感じている。以前は、コピーキャットと言われた日本がイノベーティブなトレ
ンドを発信し、他者がそれを真似し、引用するようになった。要するに、日本はレシーバ
ーからアイディア、方法、建設的な例を提供できる国に成長したと言える。  
D.B.は日本人の個人主義は、仕事と余暇のバランスが重要であり、集団行動は強要され
るが最近では個人を尊重することによって楽しさにつながっているように思える。という
ことで、個人の存在が浮き彫りになり、すべてのパフォーマンスが完璧な忠誠心で図られ
るのではないことは明らかである。 
 
2.5. 変化が感じらえない状況 
1970 年代、1980 年代、日本人のライフスタイルは大きく変化したがそれは表面的変化
であり、日本社会の根本は変化してない。例えば、ATCK からの視点で言うと、まず接客
が挙げられる。接客業に対する不満があったとしても、日本の接客業は世界どの国にも負
けないどころか最もホスピタリティ精神の行き届いた接客業の模範だと思われている。社
員は毎日一生懸命仕事をすることが当たり前だと認識し、やることは完璧、職種によって
はイノベーティブまたはリスクを冒しとまで行かない。とは言え、アメリカに帰国すると、
職員の接客態度を日本と比較したら、失礼だと思うほど悪く思えることもあるだけではな
く、仕事を全くしない職員が目立つという意見もあった。 
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日本国内のホテル、レストラン、店でのサービスに関して E.H.は 1960 年代から 70 年代
と 2010 年代を比較するなら、とりわけホテル業界、それも外資系では、サービスの水準
が低下したと感じている。しかし、それに対して D.B.は興味深い見解を述べている。それ
は、アメリカ人であることからアメリカ人は、お客様に対して平等だと思っていることか
ら他者にサービスすることは上手だとは言えない。そのため、考え方は「私の役割はあな
たに対してサービスすることですが、これは決して自分ではありません」、そのままのス
タイルが日本に持ち込まれているのであろう。それに対して日本でのサービスは徹底され
ている。これが大きな違いであると D.B.は感じている。 
アンケートの回答者は、未だに日本社会はグループ主義であり、ヒエラルキーが存在し
ていると感じ、協調性が変化や改革より重要であると感じている。これはライシャワーが
述べているように“the emphasis on the group has had pervasive influence on Japanese life styles. 
従って、人々はどこででも見られる集団行動、とりわけ外部から見た場合、日本はとりわ
け強く感じられる 3。 
 どれだけ優れていても、波風を立てるや現状を維持し、打開しようとする人物は目立ち、
嫌われることが多くあり、無視されやすく、または村八分にされることが多くある。こう
した人物は仕事をし難い相手だと評価される。ユニークという単語は、通常西洋諸国では
良い意味でとらえられるが、日本では付き合いにくい人物として捉えられることが多い。 
 ボイルは、日本人はグループを作ることが非常に上手く、その中で重要なことは、誰一
人と波風を立てないことである。他者に気配りし、反論したとしてもグループの目標に対
して揺さぶらないことが需要である。 
 ここで、西洋と日本では大きな差異がある。ライシャワーが述べているように日本での
人間関係にはいくつかのヒエルキーが存在する。その一方で、西洋とりわけアメリカでの
人間関係は年齢やステータスを無視した人間関係が構築できる。Hsieh は企業内または社
会一般において先輩、年長者をあがめることは立派だが、意見交換やある程度の話し合い
ができなければあまり意味はないと考えている。 
 
2.6. おわりに 
 本稿では、サードカルチャキッズ（TCK）および成長したアダルト・サード・カルチ
ャ・キッズ（ATCK）の定義、若干の背景、考え方の事例を日本の場合に限定して紹介す
るにとどまったが、明らかに教育によって見解が異なってきている。さらに、日本で就職
した 40 代後半から 50 代後半までの ATCK を中心にアンケートに答えてもらった。ATCK
は高等学校、大学教育においてライシャワーの著書を教科書として用い、その内容をもと
に「日本理解」、「日本観」を構築している。よって、彼らの意見は今日の日本および日
本理解とは異なることは否定できない。とは言え、そうした先人の残した文献に日本研究
が依拠していることは、理解しなくてはならない。 
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 興味深いことに、若いころと本報告では熟年層と呼ばれる 40 代後半から 50 代後半の
ATCK は、彼ら学んだライシャワーの日本観に近づいている。むしろ、日本には日本独自
の文化、企業観があり、それを理解せずに、ことを進めようとする行為に反論する傾向が
強くなっている。 
 近年、多様化する社会において TCK および ATCK の定義が変わりつつある。要するに
グローバル化によって、英語圏や他の文化圏、例えば日本在住者の国籍、教育および文化
が一致しない TCK も触れているだけではなく、国籍および文化は一致するが教育環境が
一致しないケースが増えている。こうした TCK および ATCK に対する定義が必要となる
日は近いであろう。 
 
3. まとめ  
ここまで伝統的工芸品と Third Culture Adult を例にして，インバウンドビジネスの人材
育成とその可能性を見てきた。今後，2020 年に東京にて行われるオリンピック・パラリン
ピックを考えてみてもインバウンドビジネスを担う人材を育成していくことは急務になっ
てこよう。 
 
 
注  
1 Roger Pulvers, “Do Japanese yet realize that culture’s acquired, not in the blood?,” The Japan Times Feb. 
15, 2009, p. 8. 
2 Edwin Reischauer, The Japanese Today: Change and Continuity, (Cambridge Massachusetts: The Belknap 
Press of Harvard University, 1988 が典型的な日本に関する教科書としてアメリカの大学で使用さ
れていた。因みにライシャワー自身 TCK であると言える。 
3 Ibid,. p. 135. 
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